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第 40 号 

２０１９．７．3 

兵庫県高等学校教育研究会科学部会 実習教員部会  

 

 今回は『KOBE らぼ Polka』を運営し、実験・観察の技法や工夫の共有に熱心に取り組

んでおられる薄井芳奈先生に、血液を用いた実験について、特に準備に重点を置いた記事を

寄稿していただきました。神戸支部では先生を講師にお迎えし、実習教員研修会として血液

を用いた実験を行いました。今号にはこの報告も掲載しています。また、昨年度の県立教育

研修所主催実習教員講座の際に質問として出た「濃硫酸の生徒への配り方」について各校の

実例を取り上げています。実習教員講座での恒例企画「理科室拝見」のまとめは連載第 5 回

となります。 

 

ブタ血液の活用 ～実物を教室に持ち込もう～ 

生物基礎では「生物の体内環境」の単元で、「体液」に関する学習をする。血液を用いた実

験観察は、古くは注射針などで出血させた生徒本人の血液を用いる場合もあったが、感染症

や安全への配慮、廃棄物の処理に関わる

問題などがあり、今では業者から購入し

た動物の血液を用いるようになっている。

ここでは、主に準備・後始末に重点を置

いてブタ血液の活用法を紹介したい。 

１．血液の入手と準備について 

 【ブタ血液の入手】 

教材業者を通して購入するか、地域の

食肉業者で対応してくれるところがあれ

ば利用する。（有）マエダポーク（たつの

市 ℡0791-75-4080）の例では、価

格は 500mL で 500 円（2018 年 税・

送料別）。血液凝固を防ぐために、4%ク

エン酸3ナトリウム水

溶液 50mL を入れた

500mL ペットボトル

を送付し、そこに新鮮

なブタ血液を 500mL

になるまで入れて、ク

ール便で返送してもら

う。ただし、血液価格

よりも送料が高くつく。 

 

 初めて理科実験を担当される皆さんへ 

○実験準備、薬品取扱い等について 

⇒『理科実習助手のための実験準備マニュアル 

改定版』、『NETWORK』をみる 

実習教員部会が作成した『…マニュアル 改定

版』には実習教員の仕事に必要な実験準備、試

薬の保管や調製など様々な仕事の注意点や工

夫が載っています。各校に CD 版が配付・保管

されていますので参考になさってください。 

また HP からも『…マニュアル』、情報誌

『NETWORK』バックナンバー、研修講座「実

験紹介」のまとめ等がご覧になれます。 

実験準備マニュアルで検索ください。 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~rikagaku/jjmanu

al/toppage.htm 

○スキルアップ、実習教員間の交流のために   

⇒ 研修会に参加する 

毎年、県立教育研修所で「実習教員のための観

察・実験講座」が開催されます(今年度は 11

月６日(水)です。本誌 5 ページをご覧くださ

い)。科学部会主催若手・中堅向け研修会や支

部研修会にもご参加ください。 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~rikagaku/jjmanual/toppage.htm
http://www.hyogo-c.ed.jp/~rikagaku/jjmanual/toppage.htm
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【血液が届いたら】 

 血液が新しいうちに実験の目的

に応じて以下の作業を一気にして

おく方がよい。血液が古くなると

赤血球が壊れてきているため、①

の上澄みが赤くなってしまう。作

業後の血液は冷蔵保存で１～２週

間程度なら使える。 

①  実施クラス分の試験管（小） 

に、血液を分注する。試験管の口

をラップやパラフィルムで閉じ、

そのまま、冷蔵庫で静置する。（血液が古くなってからでは赤血球が壊れてきているため、

上澄みが赤くなってしまう。） →血しょうの観察・凝固の観察・血糖の確認 

 ② 実施クラス分の試験管（小）に、血液を分注する（①の半量でよい）。0.05mol/L の塩

化カルシウム水溶液を等量加えて、試験管の口を閉じて室温（気温の高い時期は冷蔵庫で）

静置し、凝固させる。凝固したら冷蔵庫で保存する。 →血餅の観察 

 ③ 試験管ではなく、小さめのチャック袋に血液を入れ、②と同様に塩化カルシウム水溶液

を入れて凝固させる。②の試験管からよりも血餅をシャーレに取り出しやすい。凝固したら

冷蔵庫で保存する。 →血餅の観察 

 ④ ツンベルク管の主室に血液を入れ、アスピレータで脱気する。冷蔵庫に入れておく。通

気しなければ、１本で全クラス使い回せる。   →静脈血の色 

 ⑤ 演示に使える大きめの試験管に血液を入れ、試験管の口を閉じて冷蔵保存する。酸素ス

プレーから酸素を、またはブロワーで空気を送り込むと鮮紅色になる。  →動脈血の色 

 ⑥ 血球の観察実験を計画している場合には、市販の弁当用醤油容器（筒型や金魚型）に必

要数吸い取って小分けしておく。実験時に容器やピペットを汚さずにすむ。 →血球の観察 

 ⑦ さらに、500mL はかなりの量があるので、③の袋入り血餅を多めに作って冷凍するほ

か、次の冷凍保存処理も同時にやっておくと時期をずらした実施にも利用できる。 

・チャック袋に血液を入れ、ビーカーに袋ごと立てて１日静置する。血球が沈殿したことを

確認したのち、そのまま冷凍庫に移して凍らせる。使用時は、袋を立てたまま自然解凍する。  

・静置して血球を沈殿させた後、上清の血しょう部分をピペットで吸って、チャック袋に移

し、冷凍する。少量ずつに分けておくとすぐに自然解凍でき、使いやすい。 

２．実験観察 

 【動脈血と静脈血】 ～演示～                                    

 試験管（大）のブタ血液に酸素スプレーからの酸素、または、ブロワーで空気をぶくぶく

通す。酸素スプレーやブロワーがないときは、試験管をよく振るだけでも鮮紅色になる。脱

気したツンベルク管内の暗赤色の血液と色を比較させる。教室ですぐにはっきりと違いを見

せたいのであれば、鮮紅色用の試験管には前もって空気をよく通しておくのがコツ。しばら

くして色が暗くなっていても、通気すればすぐに鮮やかさが戻る。 

【血糖の確認】～演示・班ごとの実施もできる～ 

・新ウリエース Ga（テルモ）を使用。  （尿中の糖を検出する検査薬。一般のドラッグス

トアで購入できる。）ボトルラベルに比色表があり、正しく時間を計って検査すれば、およそ
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のグルコース濃度もわかる。演示では①の試験管の上澄み（血しょう）に検査紙を 1 秒間浸

す。検査紙は小さいが、比較のため、検査前のものと並べて回覧するとわかりやすい。ここ

では濃度にはあまりこだわらず、確かに血しょうにグルコースが検出される、ということで

よしとする。 

班ごとに実施させる場合は、血しょうに、検査紙を１秒間浸し、30 秒後の検査薬の色を

比色表と比較する。ブタも血糖値 100 と分かって面白い。 

 

【血餅と血液凝固の観察】  

・血餅の観察：準備で血液凝固させた試験管を逆さまにして流れ出ない様子を見せる。 

チャック袋の血餅をシャーレに出し、トレイにのせて生徒の手元に渡して回覧させる。血餅

に触れるときには必ず指サックをはめるように指導する。 

・凝固が血しょうに含まれる成分によって起こり、カルシウムイオンを要とすることの観察 

スライドガラスに血しょうを１滴ずつ滴下する。

血しょうの隣に、塩化カルシウム水溶液を血しょう

と同量程度滴下し、つまようじで血しょうと塩化カ

ルウム水溶液を混ぜ合わせ、静置。気温が高いとき

は 10 分もかからずにゲル状になるが、気温が低い

と時間がかかる。スライドガラスを使い捨てカイロ

の上に置いておく工夫もできる。 

教室ではスライドガラスの枚数を列の数に合わせ、反応前後に回覧するとよい 

 

【血球の観察】 ～ギムザ染色・生理食塩水（0.9%）で 10 倍に薄めてそのまま観察～ 

染色観察の手順は他に譲るが、染色時には操作ごとによく乾かすことが上手く進めるコツ。 

そのまま観察するときにカバーガラス下の水分が蒸発すると、食塩水の濃度が上がるため、

赤血球から水が出て縮んだ様子も観察できる。 

 

３．安全衛生などへの配慮・あと片付けについて  

・ウイルス感染を防ぐため、ケガをしないように十分に気をつ

ける。パスツールピペットや尖ったピンセットなど、ケガの原

因になりやすいものの使用を避け、できるだけポリ製品を使う。 

・演示用に教室に持ち込むときには、ピペットの先に残った内

容物の飛散や他所への付着を防ぐため、ポリチューブの底にテ

ィッシュを詰めてピペット立てを作り、ビーカーなどに立てて使うとよい。 

・手袋や指サックの着用、事後の手洗い、使用後の汚物の回収を徹底する。 

・シャーレや試験管などのガラス器具は洗ったのち、ハイターに漬けておく。 

・残った血液は、流しに流す、水洗トイレに流す、新聞と共にポリ袋に入れて燃えるゴミに

出す、などの方法で処分する。ディスポのポリ製品や汚物も燃えるゴミとして処分する。 

 さらに、ヒトのものではないとはいえ、血液が目の前に出てくると、それを目にするだけ

で気分が悪くなってしまう生徒がいるのも事実である。いきなり見せるのではなく、事前に

予告する、無理に見なくてもよいことを伝えるなどの配慮や、生徒のようすをよく観察して、

柔軟な対応をすることが求められる。 

                         （県立明石高等学校 講師 薄井 芳奈） 
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✎✏✐ 平成 30 年度 神戸支部実習教員研修会報告 ✎✏✐ 

(1) 日 時 平成 30 年 12 月 6 日（木）13：00～ 
(2) 場 所 兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校 生物実験室 
(3) 参加者 支部長、実習教員等 計 11 名 
(4) 内 容 『体内環境の向上性に関連して、ブタ血液の有効活用』 

・ブタの血液の入手と準備 

・教室に持ち込む授業準備 

・動脈血と静脈血 

・血糖の確認 

・血餅と血液凝固の観察 

・安全衛生面などへの配慮 

・血球の観察 

・ブタの各器官の入手と利用について 

・後片付けについて 

講師に薄井芳奈先生（KOBE らぼ Polka）をお迎えし、ブタの血液を用いた実験につい
て、特に実習教員に必要な準備と片づけのコツに主眼を置いて、講義していただき、実験を
しました。血液以外にも、心臓・肝臓・腎臓・豚足なども実験に取り入れたお話を聞き、本
物に勝る教材はないと、改めて感じた時間でした。 

（県立神戸甲北高等学校 田中敬子） 

昨年度の情報交換より ▤▥▦▤▥▦▤▥▦▤▥▦▤▥▦▤▥▦▤▥▦▤▥ 濃硫酸の生徒への配り方 ▥▦▤▥▦ 

 県立教育研修所で実施された実習教員講座で「生徒が実験で濃硫酸を取分けるときにやけ

どをしたことがあった。取分けの工夫はどうしていますか？」という質問がありました。濃

酸の使用、特に水と混ざると高温になる硫酸は取扱いに注意を要します。何人かの実習教員

の方に生徒に使用させる際の取分け方、配り方をお伺いしてみました。 

○ 実験中に一度だけ使用する場合は教卓に取りに来させる。 

・バットに不要な紙を敷いて濃硫酸を置く(写真①)。取分けの際は 

教師か実習教員が見ているようにする(理系は自分たちで取らせる 

が、それ以外は教師が取分けてやるという学校もありました)。 

○ 実験中に複数回使用する場合は必要量のみを試験管や試薬ビン 

に入れて配付する(写真② ③)。使用するタイミングで配付し、 

使用後は直ちに回収し、洗浄は生徒にはさせない(洗浄の際に 

試験管の濃硫酸に水が入り、高温の液体が飛び散ってやけど 

をすることがある)。 

○ その他の工夫等 

 ・濃硫酸や濃塩酸などの取分けピペットにはシリコンではな 

く赤ゴムのキャップを使う(濃酸にはこの方が劣化しにくい)。 

 ・濃硫酸の小分けにメジュームビンを使う(④ガラス製のねじ 

口ビン、耐薬品性に優れ、フタの密封度が高い。ガラスが厚 

く重みがあるので転倒しにくい、フェノールなど湯せんが必 

要な試薬の取分けにも便利、やや高価 100ml ビンで千円前後 )。 

 ・試薬ビンに取分けた濃硫酸は回収し、1mol/L など希釈溶液作成 

 に使う。取分けたまま時間がたつと薄くなっていることがある(希 

 硫酸は揮発しにくいので、付着したものが徐々に濃くなり衣服に 

 穴をあけたりするが、濃硫酸は吸湿性が高いので長期間放置して 

 いたものは濃度が低くなっている可能性がある)。 

（県立北須磨高等学校 笠置りか） 

①  

 ② 
必要量

を入れ、
ピペット

とセット

で渡す 

③ 濃硫酸

は小型試験

管に入れ、ピ

ペットとセッ

トでビンに

たて渡す 
④ 
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県立教育研修所主催 

 ✾ 実習教員講座「実習教員のための観察・実験講座」へのお誘い ✾ 
✏ 11 月６日(水)開催 ✏ 

 毎年、県立教育研修所主催の実習教員のための講

座が開講されています。見学や実験実習・講義など

が実施され、実習教員による発表や協議も活発にお

こなわれています。今年度の講座は 11 月 6 日(水)

開催です。「一括募集」期間終了後も、定員に空きが

ある限りは参加を申込むことができます。個別に公

文書は届きませんが、原則として「出張」で参加で

きます(管理職とご相談ください)。申し込み方法等

は、各校に配布済の冊子「現職教職員研修 受講者募

集のしおり」または県立教育研修所の Web ページ

でご確認ください。 ( 講座番号 296151 ) 

研修内容は・・・       

午前は理科に関する講演・講座、ICT 講座などをおこないます。 

午後は毎年、実習教員による発表や協議の時間です。 

☆「理科室拝見」いろいろな学校の理科室における工夫を写真で取上げます。 

☆「実験紹介・協議」⇒今回は実験・実習へのかかわり方や準備・片づけでの疑問、薬

品台帳の管理など実習教員の実務に伴う様々な事柄を話し合う情報交換の時間を設定

しています。当日の資料とするために事前に各校にアンケートをご送付しております。

お手元に届いた際にはご記入にご協力ください。    どうぞご参加ください!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 申込み方法 Web 申込みです。 https://www.hyogo-c.ed.jp/~kenshu/ 

① Web ページから「受講願(Excel ファイル)」をダウンロードする。 

② パスワード(「…しおり」に記載)を入力しデータを開く。 

③ 指示に従い、「データ入力票」に入力する。 

④「受講願」をいったん印刷し、管理職に参加を申し出て承認を受ける(「受講願(Excel フ

ァイル)」は一旦 PC に保存しておく)。 

⑤「データ入力票」の「管理職承認欄」にチェックをいれ、提出日を入力する。表示される

メールアドレスに「受講願」を送信する。 

⑥ 研修所からの確認通知、受講決定通知が送信される。 

      ( 送信がない場合は研修所に問合せる→ 企画調査課 ℡0795-42-3101 ) 

☆ 神戸市立、私学(「自由研修」で参加)は申し込み方法が異なります。詳しい申し込み 

  方法は研修所にお問い合わせください。 

昨年度までの「実験紹介」内容についてご覧になりたい方は、兵庫県高等学校教育研究会科学部会 

 理科実習教員部会ＨＰをご覧ください。「理科実習助手のための実験準備マニュアル」、「ネットワ

ーク」のバックナンバーもご覧いただけます。実験準備や片付けについて、器具の洗浄や保管、薬品の

管理、廃液についてなど様々な記事が取り上げられています。「索引」で必要な記事が載っている号を

調べることもできます。 

  http://www.hyogo-c.ed.jp/~rikagaku/jjmanual/toppage.htm 

                   または、“実験準備マニュアル”で検索できます。 

「NETWORK」に関する問合せ先      県立北須磨高等学校 笠置りか  

         TEL(078)792-7661  FAX(078)792-7662   

＊ ご注意 ＊ 

今年度の会場は 

県立阪神昆陽高等学校です。 

(住所：伊丹市池尻 7-108) 

・JR・阪急宝塚駅から阪神バス 

・JＲ中山寺駅から伊丹市営バス 

・ＪＲ・阪急伊丹駅から伊丹市営バス

池尻南口下車、西へ徒歩約 10 分  

・阪急武庫之荘駅から阪神バス 

宮ノ北団地下車、北へ徒歩約３分  

http://www.hyogo-c.ed.jp/~rikagaku/jjmanual/toppage.htm
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